
●幅方向2台のレーザ距離計により、走行中の鋼板のばたつきや板幅方向の傾きによる幾何学
 誤差を補正します。

●オンラインリアルタイム表示の他、過去に測定済みのコイル情報一覧画面よりコイルNoを検索、
 選択することで、該当コイルの長手方向板幅測定値グラフの全長表示が可能です。

●校正板を用いた校正機能を有します。
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鋼板板幅

●測定板幅範囲 700mm～2000mm

●板厚範囲 0.3mm～4.5mm

●測定精度 ±0.5mm（2σ）

●機器配置構成 図1参照
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